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1. 気候変動リスク計測に係るこれまでの取組 (1)
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出典 ： 金融庁 2022/7/12 「金融機関における気候変動への対応についての基本的な考え方」 ( https://www.fsa.go.jp/news/r4/ginkou/20220712/20220712.html )

【図表1】 気候変動関連のリスクと機会による財務への影響

【図表2】 TCFD開示フレームワーク

https://www.fsa.go.jp/news/r4/ginkou/20220712/20220712.html


1. 気候変動リスク計測に係るこれまでの取組 (2)
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出典 ： 金融庁 2022/8/26 「「気候関連リスクに係る共通シナリオに基づくシナリオ分析の試行的取組について」の公表」 ( https://www.fsa.go.jp/news/r4/ginkou/20220826-2/20220826.html )

➢ 金融庁及び日本銀行は、３メガバンク及び大手３損保グループ と連携して、NGFS(*1)が公表す

るシナリオを共通シナリオとしたシナリオ分析の試行的取組を実施

➢ 各行のリスク推計上の課題を水平比較により把握し、リスク管理の高度化を図る観点からは、

今後、前提となる想定・仮定の共通化を進めることを含め、どのように比較可能性を確保する

かについて継続的な検討を行うことが重要

(*1) The Network for Greening the Financial System 気候変動リスク等に係る金融当局ネットワーク

【図表1】 気候関連金融リスクの金融機関の財務への波及経路イメージ

https://www.fsa.go.jp/news/r4/ginkou/20220826-2/20220826.html


1. 気候変動リスク計測に係るこれまでの取組 (3)
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2. シナリオ (1)
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No (A) シナリオ概要

(B) シナリオの概要 (C) 炭素税 (USD)

i. 政策目標 & 
物理的リスク

ii.  政策移行 iii.  技術革新 iv. CO2
除去技術

v.  地域間政策
のバラつき 2050

(1
)
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① Net Zero 2050 シナリオ 1.4~1.5℃ 早期かつ
円滑

早期 中-高水準 中程度 ~ 1,000

② Below2℃
2℃未満シナリオ

1.6~1.7℃ 早期かつ
円滑

徐々に適用 中-高水準 低水準 ~ 250
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③ Divergent Net Zero
バラつきのある Net Zeroシナリオ

1.4~1.5℃ 早期だが
バラつき有り

早期 低-中水準 中程度 ~ 2,800

④ Delayed transition
移行遅延シナリオ

1.6~1.8℃ 遅延 バラつき有り 低-中水準 バラつき有り ~ 2,000
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⑤ 各国削減目標（NDC）実施シナリオ 2.5~2.6℃ NDCs 遅い 低-中水準 低~中程度 ~ 200

⑥ 現状維持シナリオ 3℃+ 想定せず 遅い 低水準 低水準 ~ 20

(2
) 

IE
A

≒① ⑦ Net Zero Emissions by 2050
NZE シナリオ

1.5℃ 早期かつ
円滑

早期かつ
円滑

導入を想定 早期かつ
円滑

~ 250

≒② ⑧ Announced Pledges Scenario
APS シナリオ

1.7~1.8℃ 早期かつ
円滑

－ 導入を想定 早期かつ
円滑

~ 200

≒⑤ ⑨ Stated Policy Scenario
STEPS シナリオ

2.5℃ バラつき有り － － バラつき有り ~ 110

出典 ： NGFS 2022/9/6 「NGFS publishes the third vintage of climate scenarios for forward looking climate risks assessment」
( https://www.ngfs.net/en/communique-de-presse/ngfs-publishes-third-vintage-climate-scenarios-forward-looking-climate-risks-assessment )

IEA 「GlobalEnergyandClimateModelDocumentation2022」

【図表1】 参照される主なシナリオの概要

https://www.ngfs.net/en/communique-de-presse/ngfs-publishes-third-vintage-climate-scenarios-forward-looking-climate-risks-assessment


2. シナリオ (2)
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出典 ： NGFS 2022/9/6 「NGFS publishes the third vintage of climate scenarios for forward looking climate risks assessment」
( https://www.ngfs.net/sites/default/files/media/2021/08/27/ngfs_climate_scenarios_phase2_june2021.pdf )

【図表1】 NGFS scenario narratives

https://www.ngfs.net/sites/default/files/media/2021/08/27/ngfs_climate_scenarios_phase2_june2021.pdf


3. 移行リスク (1)
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軸となるシナリオから

与えられた変数

【図表1】 移行リスクの推計方法イメージ

➢移行リスクは、目標とする温度変化に沿った炭素税の導入等の政策や規制、将来に亘るエネ
ルギー需要や燃料価格の変化によって、企業が受ける経済的な影響から自社への影響を推
計する。

全体の変数の追加・推計 業種・個社別変数の追加・推計

マクロ ミクロ ミクロ➢ GDP、失業率、株価等に関連する
マクロ変数

➢ 地域・業種別の生産量や各種エネ
ルギー価格等のミクロ変数

➢ シナリオから与えられない地域・
業種別の生産量等のマクロ変数

➢ シナリオから与えられないエネル
ギー効率等のミクロ変数

➢ 業種・個社別の生産量や売上構
成等の広義のミクロ変数

➢ 個社の財務情報や属性情報

トップダウン的なリスク推計

ボトムアップ的なリスク推計



3. 移行リスク (2)
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【図表1】 ボトムアップ的なリスク推計における計算事例（エネルギー・ユーティリティセクターにおけるイメージ）

軸となるシナリオから

与えられた変数

全体の変数の追加・推計 業種・個社別変数の追加・推計

マクロ ミクロ ミクロ
➢ エネルギー生産量・発電量

➢ エネルギーミックス・電源構成

➢ エネルギー・電力価格

➢ 炭素税・CO2排出量

➢ 投資・開発コスト

（他業種・地域への波及影響）

➢ 各種セグメント別生産高・発電量・
販売量

➢ Scope1~3

➢ 財務・属性情報

①Direct emission
➢ 個社別のGHG排出量(Scope I)および炭素税、将来のプロジェクション
➢ 例えばユーティリティ・セクターであれば電源別発電量等

②Indirect emission
➢ 個社別のエネルギー消費量(Scope I 以外)およびその価格推移、個社別消費量、将来の
プロジェクション

③Low-carbon investment
➢ 個社別の投資額推移
➢ 例えば、ユーティリティセクターであれば電源別発電容量の増減に伴い投資が発生する
他、CCSコストを加味する場合は、その将来のプロジェクション

④Revenue
➢ 個社別の売上推移
➢ 例えばユーティリティセクターであれば発電量や売電価格等

売上

売上原価
製造原価
減価償却

B/S

P/L

負債
（資金調達）

固定資産

資本

①

②

③

④



4. 物理的リスク
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➢各シナリオ間で変化する自然災害の規模や頻度を踏まえ、企業にもたらされる経済的な影響
を推計する。

➢急性リスク（異常気象）・慢性リスク（温度変化・海面上昇・降水量変化）が対象。

【図表1】 物理的リスク（洪水リスク）の推計方法イメージ

STEP1: リスクマップ STEP2: ビジネス影響間・物理的被害など STEP3: ポートフォリオのリスク算出

(1) ビジネスへの影響

(2) 物理的被害の算定

PL

×
インプット 業種 従業員数 売上高 浸水深

アウトプット 売上増減や復旧費用等の影響

事業への影響

➢ 統計値等を用いて算出

➢ 産業連関表等を用いてサプライ
チェーン影響等を算出

ビジネス影響
＋

物理的被害

BS

PL

× BS

PL

× BS

PL

× BS

・
・
・
・
・
・・

物件価格 × 損害率

➢ 温度変化

➢ 気候変動影響


